
埼玉版スーパー・シティプロジェクトの推進について

埼玉県知事記者会見 令和３年４月６日 ①

人口減少
約727万人（2015）⇒ 約672万人（2040）

後期高齢者の増加
10.6%（2015） ⇒ 18.5%（2040）

少子化や急速な高齢化に伴う本格的な人口減少社会が到来

都市機能低下 地域経済の衰退 厳しい財政運営

持続可能でコンパクトなまちづくりを進め、日本一暮らしやすい埼玉県へ

出典：2015年は「国勢調査」、2045年は社人研「日本の地域別将来推計人口」（2018年推計） 出典：2015年は「国勢調査」、2045年は社人研「日本の地域別将来推計人口」（2018年推計）

≪人口増減率（2015年→2040年）≫ ≪後期高齢者の割合（2040年）≫
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コンパクト、スマート、レジリエントの３つの要素全てを含む、地域特性に
応じたまちづくりを支援

プロジェクトの基本的な考え方（骨格）
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蓄電池の活用等、災害時でも
エネルギーが途絶えない仕組みの構築

【参考】まちづくりの一例（イメージ）

医療、子育て、
交流等の活動拠点コンパクト

スマート

レジリエント

センサーを活用した高齢者や
児童の見守り、災害時の情報提供

医療、福祉、交流等の複合拠点
を整備し、歩いて暮らせるまちづく
りを促進

【取組例】

【取組例】

【取組例】

＋

＋

※取組はハード・ソフト不問、中長期スパンでも可

自動運転

水害監視

デマンドバス(タクシー)

空き空間を活用
した活動拠点
(シェアオフィス等）

センサーを
活用した高齢者
や児童の見守り



支援の進め方について
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探索フェーズ 具体化フェーズ 事業化フェーズ
運営フェーズ
普及フェーズ

県

市
町
村

・どこから手をつけるか
・何をすべきか

課題
・どう計画を策定するか
・だれが担い手となるか

・財源をどうするか
・円滑な手続きは

・担い手の継続的な確保
・他の地域にどう広げるか

事業フェーズに応じた支援を実施

ワンストップ窓口 企業とのマッチング
既存制度の情報提供 事業化に向けた支援 など


